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（趣旨） 

第１条 この細則は，国立大学法人大分大学における大学発ベンチャーに関する規程（令和３年

規程第４６号。以下「規程」という。）第１７条の規定により，国立大学法人大分大学（以下「法

人」という。）における大分大学発ベンチャー等の称号授与に伴う規程第７条第１号及び第２号

に規定する施設及び住所（以下「施設等」という。）の使用に関し必要な事項を定める。 

 

（施設等） 

第２条 使用の対象となる施設等は，別表第１とおりとする。 

 

（使用者の資格） 

第３条 施設等を使用できる者は，規程第８条第５項の規定により，施設等の使用について支援

を決定されたもの（以下「使用者」という）とする。 

 

（使用期間） 

第４条 施設等の使用期間は，支援を通知した日の翌日から当該年度末までの１年以内とする。 

 

 （使用料） 

第５条 使用者は，施設の使用料を負担しなければならない。ただし，学長が認めるときは，こ

の限りでない。 

２ 使用料の年額は別表第２のとおりとする。 

３ 使用期間が１年に満たない場合の使用料は，別表第３のとおりとする。 

４ 使用者は，前二項の使用料を指定の期日までに納付しなければならない。 

 

 （注意事項等） 

第６条 使用者は，当該施設の利用に当たり，注意事項を遵守の上，学長の指示に従わなければ

ならない。 

２ 使用者は，事業目的以外に当該施設を使用し，又は第三者に使用させてはならない。 

 

 （使用の取消し等） 

第７条 学長は，使用者がこの細則に違反し，又は施設の使用に重大な支障を生じさせたときは，

施設等の使用の取り消し，又は使用を停止させることがある。 

 

 （原状回復及び登記手続） 

第８条 使用者は，施設等の使用期間が終了したとき又は前条の規定により使用を取り消された



ときは，当該施設を原状に回復の上明け渡し，住所を使用している場合は，登記手続を行わな

ければならない。 

 

 （免責） 

第９条 法人は，施設等の使用により使用者に生じた損害について，一切の責任を負わないもの

とする。 

 

 （損害賠償） 

第１０条 使用者は，故意又は過失によりその使用に係る施設を損傷したときは，その損害を賠

償しなければならない。 

 

 （事務） 

第１１条 施設等の使用に関する事務は，研究推進部産学連携課において処理する。 

 

 （雑則） 

第１２条 この細則に定めるもののほか，施設等の使用に関し必要な事項は，別に定める。 

    

附 則 

この細則は，令和６年９月１８日から施行する。 



別表第１（第２条関係）  

使用対象施設等 

施設 
住所 

建物 区画 

研究マネジメン

ト機構棟 ４階 

４２３－１ 大分県大分市大字旦野原７００番地 研究マネジ

メント機構棟 ４階 ４２３－１ 

４２３－２ 大分県大分市大字旦野原７００番地 研究マネジ

メント機構棟 ４階 ４２３－２ 

４２３－３ 大分県大分市大字旦野原７００番地 研究マネジ

メント機構棟 ４階 ４２３－３ 

４２３－４ 大分県大分市大字旦野原７００番地 研究マネジ

メント機構棟 ４階 ４２３－４ 

４２３－５ 大分県大分市大字旦野原７００番地 研究マネジ

メント機構棟 ４階 ４２３－５ 

４２３－６ 大分県大分市大字旦野原７００番地 研究マネジ

メント機構棟 ４階 ４２３－６ 

４２３－７ 大分県大分市大字旦野原７００番地 研究マネジ

メント機構棟 ４階 ４２３－７ 

 

 

別表第２（第５条関係）  

年額使用料 

１区画当たりの金額 ３０，０００円（光熱水料及び消費税を含む。） 

 

 

別表第３（第５条関係）  

使用期間が１年に満たない場合の使用料 

使用期間 負担額 

２か月未満 年額の１６％ 

２か月以上４か月未満 年額の３３％ 

４か月以上６か月未満 年額の５０％ 

６か月以上８か月未満 年額の６６％ 

８か月以上１０か月未満 年額の８３％ 

１０か月以上１年未満 年額と同額 

 


